
69 ム~87

ける

本 L組毅 B\11 1. G(,V , 1"0ι 

コパ/ヤマハンノキ植栽ゃいこ

R日search Group ()f Alder-tr色e-pests: Insect P巳st只 in the Stands � i:11日

Alder ')、何e ， Alnus Inoﾍlumai MURA1 e1ず KlJ SAKA

コノイノヤマノ\ン/

薬害 1ft ;ト) jな JVrr今 r&;l作業技肝心H{f)!. ;ζ(ちする試験のために約五九百れ コパ/ヤマノ v ンノキ総決;人民主

総およびその池山ハンノ TJ惣 c:tとし亡ケヤ 7 ノ\ン f キ〕続J主将において， 1966, 19品7のi勾イじ， ;I.('，'Y lζ践す

る総rvr行なし\ ーイドJj除以 1おそかな') l~こり

コノ.'- ~ヤワノ、 y ノヰの'お Lの季:く，まうとト結後はめることができにか，そのうちもっともはなはし

い波浪な与えるのは3 コウモ !I ガおよびゴマ々、プカミヰワでおった、ただ LJ コ 1:， HJ:!ifIや本州のお冷却ζtにおい

ては戸その初ノはベ(!<l絞殺 c ~絞títにおいて淡じんであるという鋲匂がうかがわれノたな

とれらの!な守~ ，~t:， 本主守でみた;品 I12R!diiズ (11a J) iとり L ~~伐}ぷぷ[*0 と抗1'\L\ (j;iJ 3, ()O() 本総裁〉

のれりにおいてクょう言 1ノモj);とがあるとはいえなかったりまた民.'JZ と完泌HC[ZL (O!日}におけるア:は，ーす;ßの

資料て正脆W'!弐におい ζ'k'警が多い1民司もみられたが，なお検討そ!~~~すおものにし考えられるむ

所1\1';ιf[jによるよ防徐試験において;35 コウモリブfに対しでは， TJ;I綴をスリり Jょった i で，林氏 ζ絞 !k

j出(粉井lj) .~去数ィずるゴJらしが初会Iγcあり， ゴ勺グァカミ午、リ iと討しでは立〕刈(諮問〉のfM宇L設ィTfが右ぅç~; で

あった。大i: i 〆pζ 」立も!~ill i"'Ü!ニぷ引はBHC である。その!日t，わがでは本主E干においても， BHC 

7刊ししその使長iI..されたのゼ議斉111山i泳 iこっし、叩;士》絞めて試験を行なう必!h(.;Ó~2ちるコ

.，号

式~fJて吋

1¥. 
北
品

ユパノャ γJ ハン /tーの人五ヰJlliにおい日立， γ絞 iC ~1J:;t;が多し、といれている。史的知江ÿ~林業

泌\}~，nw!ずる

l己江む三、、そのために~ 19G6 .q: および 1967 ;1 の 2 :öAf.Viフ fこって，が|河辺 lご'0れた林:lth !~主二ヲニムにとど

各jt~， (/)!'íúl丸岐においで !J~.':~tァのふ日〆授が われを 1968;ドには本滋ぷお試ぷにおいて除試験が1-"1' i:)~-'L 1.: く

とし -Cfl~:~コこの験研究i::イ日台工別育成体業絞れω彼S[.(，とおする試験0) ーイ， 1\

才し/ごもしlノて、あ U~ 手)ュ I).(.t校、のとおりである

TJ])}Y:\ 免 JiI従二一民\5み，:J:f&j{牛設 njsJi\旦ト wU己三'"; , 
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:r J~ おフ潟地獄変?とおいて， :*J誌では
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小+*技官の協力を得たほか，文分場においてもそれぞれ各研究室員が協力している"

ことをイじ[~ L，各機関 iこ立すし哀心より綴意を差是す

る次第である ο

E コパノヤマハンノキ特における主義滋

1. 調査方法

地域別，植栽本数BIJ (疎1筒，窓緩l区) iこ混成されているプロットどとに，その林分全体から F 総1H詰ま

たは一犯の方式lてよって調査ホ:を抽出し~ }戸木ごとに3 加害虫の種類，ヱt~数あるいは食ζん数をmlß王手。し p

初日損の場合は虫害によるものか否か等について記録したっとの場合調査木は，全数制資を行うか，あるい

は 1 本おきまたは隔列に拍出し，できるだけ林分全域から均等に選ばれるようにした。玄た，古い枯損で

株のみが残っているものは欠損友とした。識変時におい』て~Uの種類が不明だったものは，研究議!と持ち帰

り，後日同定し，あるいは専門家に問先:を依頼した。

f主主主性答虫は主として，観覧さによって，その多少を単水ごとに調査した。カミキワムシp コウモリガ等

の材 lと穿孔する容.EIH:l:，外部からの観察のほかに2 被害i郊の樹皮を詑で別り，繁子L主主を緩認するととも

に，幼虫が子L内 iと滋在しているか，すでに羽化脱出しているか等について調べたロ

2. ð湾査結果

(1) 本場における調査

調資地:

;本場i与L-1集部f己EÜ科においては， 196651九段67年の荷年f :qz~ 新 !i{'; 1J:1，中之条， ~苦言1tの各営林~管内 0) コ

，d;ノヤマハン/キ試験地をE問責した c また，これらの試験地とは別に，すでに綴殺されてあった笠間公林

務管内総裁材におよび材、業試験場赤?B試験地植栽林においても，同様な調査を行った。調査時期は 6 .~9 月

のおj i自である。ただし定士111麓lこ設定された泊旅試験地の液栽水は， YE;容によるとほ、われる枯領木が著し

く多かったため， 1 世67年 iC は，

調査結5込:

れたっ

1966 年および、 ω67年の本場関係のお!査結果を示すと1冶ble 1, 2, 3のとおりである。 TabIe2， 3は， *占

強や折援の原因こなる穿孔1M!:怒虫lζvついての-&K~l主主結来でおる。この~1合，植栽地点iま，それぞれ一打点、に等

距離，等間隔に定められてし、るので，蹴資本数としてある~舗の数字は，調査された総裁地点の数そ示した

とと lど(I;.る c

Table2 と 3 において，調査本;数や生立本数が必ずしも一室たしていないのは， 1966 年の調査後lと新たに

1U員したものがあるととと，前年の調査結問は!京WJ として同一随所 iご定めたのであるが$林分によっては

ー致しない郊分があったとと等の海自による。

Table 1;こ jf;されているように，コパノヤマハンノキの害虫は種類が多し穿孔性食材i吉虫 8 穏茅食議

悦害虫 37 核が採集され，そのほかJじ枯渇木や3是認ノド lと寄if:JJ口容する二次性箆ER，その他 39 穏が採集さ

れた。しかし，今回の1路交では，穿子L性答 iÌl，ーと、あるコウモ l} ガ， コスカシノイ事コ♂マダラカミキリ 9 イタヤ

カミキリ，ハンノキカミキザ以外では，と t iこ ì令 11すべき被答は認められなかったのそのうち，コウモリ

プfとゴ、マダラカミキリは，立*1と対!/て，はなはだしい被害を与え2 ごl~:~;ζ よ φ枯強，折識のj京{必の多く

は5ζ の両替の加害が.))f:図 iとなっていた。 ただし，場合によっては，食主主性客虫による大きな被援もおこ
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Ins邑ct pests of Alnus lnokumai MURAI et KUSAKA 1966-、ノ1967
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Plwssus ωcrescens BUTLER 

Zeuzera multisirigata leuco封otum BUTLER 

COSSlIS japo封 ica GAEDE 

Co月0/ヲìa hector BUTLER 

Anoþloj幼併-a malasiaca THOMSDN 

Cagosima sa日guinolenta TllOMSOK 

Afecyni戸p附詐ubicornis BATES 

Batocera lineolata CHEY宜OLAT

コウモ 1) ガ

ゴマブボクトウ

ボクトウプJ

コスカシノて

コγ マタラカミキザ

ノ\ン-\~ i ノ-\ノJ 、-1"

イタヤカミキリ

シロスジカミキリ
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Tortricidae 

Pyralidae 

De認dl'ofimus 封封dans flaveola MOTSC引JLSKY

Clania sp. 

lJ.ctias ariemis aliena BUTL間

Geometr冝ae 

Eu戸roctis s匇ihs FUESSLY 

Lymant打fa di~ψar ja�onica l¥loTscHULSKY 

Lymantria 狩lathura aurora BUTLι設

Orgyia thye!lina BU'fLER 

Neoze戸hyrus taxila BRE酷ER

Croesus ja，ρonicus TAKEUCm 

Age!astica coerulea BAL Y 

Gonioctena japon兤a C廷る JÓ et Kn,!OTO 

汚:yneta adm悶si BALY 

Basilep[a balyi HAROLD 

Li回aeídea aenea L!NN五

ハ
メ
ク
ミ
、
方
、
ン
モ

マキチf 類

イガの l 議

ヌギカレハ

ノガ ωl 緩

オミ:父、アオ

ムヴサJや

ンシヨ 1" クカ。

マイマイガ

カシワマイマイ

ヒメシロごをンドクカ。

ミドリシジミ

ヒラアシノ， -'てチ

ノ\ンノキノ、ムシ

トホシハムシ

カ/イノヰノ\ムシ

チーャイロサ Jレハムシ

ノレ J) ハムシ

会:J~tl!é:髭虫

Defoliators 
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CrytうtOtelうhalus sexpu珂ctatus LfNNﾉ 

Smaragdina aurita L!NN五

Cryptoce]う'halus inurbanus HAROLD 

Cη11うおcφhalus instabilis BALY 

4生時O持lala daimiana I-IARoLD 

AJlO持xala 114CenS BALLION 

A珂omala rUfOC14Prea .l¥1.0TSCHVLSKY 

lv1imela flaoilabris 'vV ATEI<HOUS詰

Ano附:ala 押nt!tistriat再 MOTSCHIJLSKY

Phylìojうertha irregularis WATERHO¥lSE 

Proagolうertha 戸ubicollis ¥V ATERHOUSE 

Ophthal丹loserica �o�s 百万ATE旦足。USE

Ect的ohoplia obducia M o  1、SCI!UI.SKY

"4mvmala cujJrea Hopp; 

Anomala albv�匀osa HOPE 

iWelolontha japonica .BURME町、EA

AJうoderus fekelii ROELOFS 

Aρoderus geminus SI!ARP 

PhgUo�us annatus ROELOFS 

ζyrtclうistomus casta制御 REOLOFS

ムツポシツツハムシ

ギがシルリハムシ

セスジツツノ\ム、ン

コヤツ*'、ンツツノ、ムシ

ガクラゴカ、才、

/' -\7'コガネ

ヒメ コプJ 王手

ヒメスジコ)-f才、

ノ、ンノヒメコナi;主

キスジコ力、、ネ

ナラノ手ャイロコガネ

ヒゲナ jj" ビロウドコカ、ネ

ヒメア二ノナプf コガネ

ドウ主。ネブイブイ

アオ F ウブf ネ

コフ争コガネ

オトシプミ

セアカヒメオトシ yp ミ

ザンコふコフキゾウムシ

クワイロクチブトゾウムシ

Insect pests ペァ
t---l 

べ
J
Arnip 

昨
片
岡

:食楽 H 昆虫

ひとfolìators

一・少ない a few. 性十:非常:fζ多い remarkable, 十十・多い maぉy， +:普通

{主;乙二次的見~Þ\など39主主が採集，あるいは観察された。

Bes冝es the list, 39 species of secondary insect pests and others were observed. 

moderate, ft. Notes) 
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パむこうペ《レノ引

ごfγ ♂ラカミキりおよび:-]ウモリブ'f;会主とず乙当九 f'l.'il} ~t\のをE~:~:C) 制古今:給1、able 3 :三!ま，'1、able 2 ~ 

'):111げである

試験itsむよ:ノリとでじ1:とつ〈ことは，T、able2(:):J 告G6ノ司令 (6'8hi の訓話 :1t;!fょにだあるが含

験総長又村、において， tl-titHイ川)~/く !Hオ卜;が多いことであるぐ述、浴試験地名[~l:~{&H~においγ\L ，

で?ウモリガの主主lJ;:が ~fJ!fli におめコ、γタラカミキリイ入;tl主要ヰ立が弘二;引と i心戸、こ去、 比絞J'i(j~~r し l 'Í'i i，'慌ノバ!じ

これらのfk'容に紅討んど.. ，~..考え込 1レ(; ~{j i~ji~試験切においては} 3f ちれるとこなどから，名古iHの 0: <トし

りで長七 f♂かうた (J) "C ， て、 c j!、 a ょにlfi;;f:がで予いのは 9 事二与が!ぬいた〉人

湾、予J‘にぷる枯協がそのiソこイ， W[ilJでばないかと i'j' えられ:， < i{:1'P 試験j設では，主ifyfJ、 ?E気;f)~:(ûl'l践したと弓J

守、、ア量三がお たらの 1 だ]保されるお弓((1)れる俗jえのがJうられヲ これらのおIî:Hj;;.引まス

!: XEì われるとがみと yノ L~) れている合、 ?γγ ふ
“》、、一、J

お忘れなお，なそ i'i':jX!S 1 ， 000口 l

ra.ble 3 \'こつぜ、にみると p 次ν〉ょう Jこなる υ 長円見 2 -<:y.:自の

3 千l-[j 'bO)被努力s596多|口j試淡itl1の 3fF めの彼:'i~ネ l幻7 ， 6% と

トIj 之条[ぃiZ 立‘出で::)よF ;，j カs 44.5免"2 〆;{叶うが 3 1- 70;; , 殺?糸口l))式思免j今出で lふ多くなっといるつ iüj じよう iと s

5 }:tーめが 95‘ 70人 !.iJ~' ?忍試験4 6:1二めが 61 ‘ 4~ん4 3:f*めが 53.9.36歩合 n日正点検出ではp;ぉ 3 年めが 42町 7'/ó ，

6 1干めが 94~ 696 c: 7;i .':)亡し'\ .!)..が沼で i立与主5 イ!ミめが100タジ?

(:;i:ぃ川-凡 j1E 本;以(村Í)i)(-n 、るぴ)"C ，
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いずれも?いるがs ぷの仙の試験Jjn:

るにつで，被害

~i% j)~-íf~;_i くなっている内こす1品目ノjえずると

Fíg , 1 (})ょう lとなる心

くに，ム1&: 2 め ωifTI川二議 ~l-zの絞

--'コし 1二i子〉守、〈が比佼少か♂、た、十二試政治

1:こり1， 500 1~) ,': \ム;て屯正申立イha

だり 3， 000 ;tc) のよゴ交を.)ノ直{λ(ha

, T、abJ日 4 のよう!となる。
戸ゲ M 咋

L ゲ亦ぐ3

、、 t忠夫、r!t!iこ手口「る 1A , Tabl忠 1 、，

lB , 2A , 2B , :3A , 3B の 6 プロットの

日お~>i< ~:'1. 5jIJ l'(_ ~lcYlj し\~[，に ':2:' ha ': ~\ f:. 

とオしら lf〉与え'"法 ζ てj し γ亡j ,: æ，，;'ヴあるが，

。

殺人ぇ?丘経 )j.~1 三品、

Y与 ::J ('S afler、

o 1 ， 500 正: 1: 3 ， 000 本[:>(':.の
ぞ伊7 、舎，

〆P 小と，

FÌlし 1 :ílこ木被古〈本(1966 ， 1967� 

The rate of dam社ge by borers in aldel' 

tJ:ee 吉tand告 (1966, 1 習日7) 。

iこ， 釘忌ß)i長;ま反〉りれない υ また，菊i

ア γ 吋山

一..__ \~ \'~、

ぽF:~~ 150m 

Z在 BJfbt滋Uill~c て〉してみると 1旬以Ae5 のぷ、

手J守I~)_f: ~まないがp

'fable 2 [三みら :hるよう!人

ふり，



~ 74 

試験:l:t!l i孟襟 戸ヨ

Locality Plot Altitude 

m 

lA  500 
lB  
2 A 

ふj'- 2 B fI 

2 C f1 

Taira 
2 D Fノ

3 A 420 
3 B 11 

3 C 1/ 

3 D 11 

新発 rn
lA  150 
lB  11 

Shíbat旦
2 A 80 
2 13 11 

r:þ之条 1 A 780 
1 お !I 

Nak品11oj6 3 A ì , OOO 
:3 B 11 

lA  1, 420 

行f 、4ザゴF芳4
lB  11 

2 A lJ 400 

Numazu 
2 B f/ 

3 A :守 160

3 B 11 

ノ五ヤ九L nil 1 50 
2 If 

Kasama 
3 /1 

すi主 沼
80 
11 

Akanum託
tI 

7;s卒、芸員試験場研究被告 洛 248 jij 

林

.Forest age 

匂三

乙

/1 

11 

I1 

!I 

/1 

11 

1/ 

11 

1/ 

2 
!I 

11 

ノ/

J 

If 

/1 

" 

、今, 
N 

N 

1/ 

1/ 

/ノ

4. 
!I 

/1 

5 
11 

11 

Table 2. 1; 議調査

The damage by borers in the stauds of 

;，'I+!オ(ミー本ム (b� コウモ IJ ガ

裕裁三t:数 ~t立*数 被寺普木

!ha Planted Living 
Trees必a sすpeosttsi木g1znt日慣d 

trees 

ヌf，; 九i

by s. 111. 

1, 500 50 45 G 

3, 000 50 50 2 
1 ， 5C コ 100 98 日つ

3 ， 0α) 100 98 ら

1, 500 112 95 μ つ

f〆 112 ¥09 9 
11 100 95 7 

3 ， OC コ l� 94 ら

1, 500 49 43 
/1 50 48 υ ., 

823 775 

1, 500 60 58 13 
3, 000 60 57 :コ

1, 500 60 56 16 
3, 000 60 5ヲ 24 

240 230 

1, 500 40 24 14 
3, 000 40 26 7 
1 ，ぽ)0 40 25 10 
3, 000 ι 勺 21 4 

162 ヲ己

l 事 500 6CJ 20 1 
3, 000 9CJ 41 1 
1, 500 120 69 8 
3, 000 12CJ 78 b 

1, 500 60 14 。

3, 000 60 20 り

品 10 242 

2, 000 213 191 117 

ノ，F， 1 
214 193 官 1

210 199 90 

637 583 

1 ， 5α〕 50 41 ぷ23、

2, 500 52 15 15 
5 ，む00 85 39 

187 95 

S. mφ: (コウモリガ) The swift moth, Ph乱すsus excrescens BUTLEι 

1. b. : (カミキリムシ，主としてゴ、マグラカミキワ) Longicom beetles，悶品inlyA向。þloPhora malasiaca TUOMSON. 

c. b. : (コスカシノ守) The cherry tree borer, Conop� hector BU TI.ER, and others. 
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備考

Notes 

~:ぺ*1; 1高木
Dead trees 

tiJ.j県〈昭手n 41 "j二j

the alder tr閃 (ln and around Kanto area, 1966) 
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T;;ble 3. ~tz '容認変

Th巴 damage by bor巴τs in the stancls of 

(b) 

試験地 民: 機潟)林総 l
翻資本数

L生4γ立ìn本g 数
Loca1ity Plot Altitud邑 Forest ag位

Plantecl 
trees 

i by s. m , 
111 

lA  500 とi 1, ;)ωコ 50 9 
lB  11 1/ 3, 000 50 49 日

2 A 11 '1 1, 500 100 ヲ8 10 
2 B !1 11 3~OOO 100 98 21.1 

srL 2 C I! I1 1, 500 112 % 12 
2 D (; I1 1, 500 11 107 25 

Ta�a 3 A 420 11 1, 500 100 98 3ヲ

3 B /1 11 .3, 000 100 94 35 
3 C λ/ I1 1 ， 50 つ 48 43 !ヲ

3 D 1/ 11 1, 500 50 4守 15 

新発lT:l
lA  18 
1B  q 

Sh兊at;; 2 A 34 
2 B 36 

!お，~クp 伊 会ノ円 i ムょ ιt1 5 
fUV  土 ~j ,.JVV 100 6¥ 35 

I! I! 3, 000 ¥08 。 1 31 
3 A し∞。 ノ/ lt 500 90 65 32 

Nakanoj� って〉
" "・ つハハハ 85 �2 22 

23ヲ

p五t、ー~、ι 

Kasam丘

/0 

す5 託!
80 己 1, 50C 81 

2 ノf 2)500 80 24 

Akanum呂
3 /1 5 、 000 85 ウ4

246 ヲ2

Table 4. 総裁街!立と ~h容の i努係(手試験地J

Rel且tion betwe心n trees-density and damage hy borers (Talra) 

!R Plot 

1 ， 5∞7\\:/ha 
Treesjh耳

3, 000*!ha 
T向日街!h乱

11' Total 

'1、otal トJot開

238 

'242 

480 No signifk;;nt at 5% leveL 



コ/イノヤウ，，ン/ _. 一一 ' 一 、 一
心'}ì，ず干 i 二t ノ、、/ヤ←アノ\ン/ 一ーす守 一

示自 治 (11: 抗"l 42 i:p ノ

the alder t1'ee (in ancl 乱round K品nto area, 1967) 

メコ

NotCG 

by L b. 

i
L
v

九
一
r
t

〉

銭高，; ii'!tィくに f土 3

L守 Jごに乙ものおよ tJ

" Q、

ふものヰむ(名試

験地jGJ

J、rどes kil1ed bv 
Dorεrs are lnｭ
c1uded in dead 
tre日目。

'1、able 5合 続殺?-Nlなと虫努の筏i係(析す号 i羽試験 Hrl)

H.elation betwe日n tre白s-density 旦nd d品m.age by bむ1'e1'5 (Sh�ata) 

火、Plol Notes 

iA , 2;\ , 
κ;:; � 

C旦lculated fronl Table 

T'otal 了3 No sigl1 iflcal淀川 5% leve1. 
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Table 6. 植栽密度と~警の関係、 (rþ之条試験地〉

Re1ation bet.ween trees.den日ityand d乱mage by borers (Nak品noj品)

号ト
η. 

Total Notes 考L-H 
世III

Table 2蜘における lA ， 3A, 
lB , 3Bの数僚による。

1 ， 500本jha
Trees!h乱

49 20 29 

3,000*/11a 
Trees/ha 

Calculated from Tahle 2 府47 35 12* 

キSignificant at 595 level. 弓も~)() 41 Total 言十

Not出1¥ J 

Table 7. 施日!"，と虫容の関係(平試験地)

Relation between fert匀izat�n and damage by bor記rs (Taira) 

h
H
 

A
川
U

言\­
Total 

Table 2 における 2C ， 3CO百
数{誌による。

Table 2 における 2D ， 3Dの
数値による。
Calculated from Table 2. 

138 

157 

つ0";
巴ιJυ *Significant at ti% level. 

標高 80m においては 3， 000 本院がlおくなっている。 ただし，

桜U&{支 3 ifであるが 1 ， 500*ほと 3， 000 7!三践との h1:)1(.こ有:訟の

においてほし 500 本ほの被害答率が高く，

T、able 6 1，こ示される[]-)之条試験地の場合は 2

コウモ 1，1ブfおよびゴマダラカミ午 1) の被答の合計すごつl、てみたJ品王子これらの結架から 2手事がみられる。

いと i折 ιーするととはでき 7よい。これらの被努は，守Jti~条件iciま，必ずしも，疎植民主iζ多く g

よる主査が，総裁本数のちがいよりも大きく影響していると考えられる。

C 1、abl思 7 においては，玉f試験主自における 2C ， 2D , 3C , 3D のプロット(谷プロット 1， 500 *綴え2

施IJE;の有無と '1;警との関係をみようとしたものである。点検定でほ熊肥料区， DIX施肥ix) fとついて，

ここで著しく被害察本が高かった 2D 区の数値が，主事.(こ施1]巴によるものである;ま有会;の3去を1:じているが，

と断念するととはできなし、と 21われる。なんとなi L- íえたとえばTable 2 における lA ， lB , 2A , 2B , 

また 3C (緑肥料店主)と 3D (施 Ilc !X)のIi引とば違いがみられないからで3Bなども施82区;であり，3A, 

ある。

(2) 北海道交場における初受

認すを地:

淳首ー営称号芸J~~.試 i東地 (1967年宮)'l5日 ~'6 臼識変〉。

(1道試験地〈悶 9 月 8 凶器請受)

札幌試験地(問自月 11 E!調査)

ii.fbjヨ妥結巣:

食楽性r~虫については，し寸"*"1.の試験地においても若干の夜客繋が認められたが，加害虫を篠認するこ

とはできなかったっただし， J李主\L， !主i 老f<llî試験生告では，わずかではあるが脳幹l乙マイマイガの卵塊が認



コパノヤマハンノギ継続林における虫答(コパノヤマハンノヰ努忠誠交液〉 --79 _..-

められff o 

吸収'~*tË5lでは3 アブラムシの 1 溜が，斡および校に寄生し， トピイ口ケアりのま去が::t きょうをつく

り， アブラムシと Jたせいしている伊jが， おいて 5ハノ山本;について認められたが，とくにす乙木の

生命、 1乙怒影響をおよ lますほどのものとは思われなかった。

主下子\JfcU毛虫については， コウそりガ類の食客 r んが， J7:r~， f白ぷじ:泡t伝G!i訂8Ff札l

のb被tぞ~忘Hはま丸 f叩勾i題謡 lドに、ご，すf る iぼまど;恋汗しく lは立 7なよか 4つコた ο ヰクイムシ郊? カミ t. リムシミ認などの力u議iふ いずれの試

験j;ffl，においても発見できなかった。

今fíllの羽海では北海i玄?とおいては，コパノヤマハンノ干に対して，いちじるしい被2惑を

1ミトえてい之J 'tヰ虫、は~い !:B tノ従なかったれ

ただし，その後， 1969年 6 jJ ， 木 i1ï 肉営;弥栄;から， iEj忠一管内のご1 ノて/守マハンノキ試験地において含ハ

ソノキノ\ムシによる波容の報告があっ氏。

(3)東北支j~詰におけるお1主i:

調ヂt sl!:! : 

との試験のためにお'[ .il.~'れた野辺抱，約手[lii]試験地のほかに，民有林i010植栽i白ごある好j寧 CtU:子ß~，~;投

手都紫波!IlJ)，下jfil !f-v Cfiu)，立以 (f苛)， l'宣 111 (荷主院;H~)，仁沢 IM1 (1心Ji老沢村〉の各5的資iむにおいて3 制

査会rJ'ったっ

間f抗日二:

虫害写\1M1資 1;けた !l1Hζ行われたために，穿fL'f!1

z、土

すable8 iとよると，野辺地9 野手の雨試験地l亡くらべて1:良己千令1

bめ:う〉らわれノる C がいして初、防が)ijいんド分において被警/宇くが高いが，必ずしも念館がその限りでははし仁沢瀬

でほ，林鈴が 4 占ドーであるにもかかわらず， 62.996 というおJい被獲がみられている。

'!'f jïlJtli, くく，とくに，カミキリム られるの

は~ :ùてよ出条件によるものと考えられるが? 今後なおも完?~;o)と望書する。

カミキりムジ9J;では，地ぎわ付。;!.î)ご~f 九するごJ山?ダヰカミトリがと体であるが，ハンノキカミキリの被

好j琴， -T~.利1野で認められ，また p イタヤカミキ 1) 0)古い:食授が~ fT日野， lTJ友で認められてい

るが，いず";i'l もその数は少なかった)

(4) 木f守分坊におる ;tllil :i1l':

,\1,\] i変地:

長野試験地1;fS 1 試験況における 1966年Fiのf>lM査では， コウモリガであって，

イ心/命y大!ド《ご♂コ;にζみられた ο l悶96筋6主守下

iにζ ， 1967&字詰 n のふ|ままでは，被害が減少し，幼虫がir.'在

かし， 1967&子引く(l1 )J 7 H) Ci)!ûiJ蕊では，事ト?しい勺15tUこよる たび嬬加し，

い数字とはった。 1967iFll)Jの潟査結采は Tabl忠告の止おりとなったっ ζ のf第f告11 主

不数1 ， 5印00三本私/伶h加a の長ば百よよ‘ tり)宅も) 3 ， 00ω04本三/九ha のト区〈の彼主努寄〆ペヰ率f千字1ぜf切カが守:少jか〉ない村結守J染校が得ら 1れ1 ている o

コウモリガによる被容のほかには，ハ?守キ-ガガ、類吟Aイfの7) 1食主3潔認ふ川/瓜よ

f第子彩:S 2 試級j辺z玄幻5:引Jにζ おいてば， 1966!,L 1 ヲ67年のi河年ともほとんど，虫容が認められなかった。
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1'able 8. 虫容認査結条(東北支湯.[lß H1 42 年〉

The damage by borε~rs in the stands of the alder tree れもhoku 昌rea， 1967) 

羽;存{a主}主粉 (1)) 被コ 害モザ木ガヴj シJ ミ被キ害リ木ム!等コス者 /木ノイ穿る被干し安虫本に数よ試 i設地 植栽本数 す人寸Jι7 及-品-~甘Tさ-

区 i際 一1色r:'j命 1 ド 車合
生;カ;本数 欠ー枯ま員三年:

総主主地 !ha Plant記d L�ving 
For巴st sすpEo宮ttsig1a21te田 d t主邑巴色

1'1'0巴s dam註ged
i(C)i 100 {む) lOC D邑誌d

Locality Plot AItim1tudE aze 年 Tr邑es!ha

* 
求 木、 by s. m. by L b. bv c. b 

by borers 9.6 会3 本

1 A 1 5 l 伊 500 48 48 3 。 。 3 6.4 広 4 。

1 Arr {; 1; 500 48 46 10 。 . 11 20.8 23. ヲ 2 
1 B 1 f; 3,000 Lul 38 2 。 。 ヱ 4.5 5.3 6 
1 B rr l' 3 ， OC コ 44 36 ハv 。 1 2.3 3.3 3 

聖子辺地 2 A 1 100へJ 1/ lt500 48 28 。 。 1 2.1 3.6 20 
2A 豆 300 I1 1 噌 500 .30 25 。 円U 。 。 。 C 5 

Noheji 2 B 1 /1 3- 仁心。 44 31 。 3 3 6巴呂 9.7 13 
2 1王立 /1 3,000 66 44 ぺ、、， 2 3.0 4.1 22 
:3 A 1 /; 1,500 48 37 。 。 。 。 。 む 11 
3 Brr /1 3,000 44 37 () 。 1 2 ‘ 3 267 7 

464 370 16 円以 s 24 5~ 2 〆、 6.5 94 

1 Al 6f ,() 5 1,500 54 53 :。 。 。 10 18.5 18.9 Z 

1 A rr l' /1 1,500 54 49 .24 。 む .24 44.4 49.9 ヘv 

B1 !/ l/ .3 ~O心。 6ろ 49 やふ 。戸 。 。 15 23.4 30.6 15 

弓は?』4 子-
Brr グノ N 3,000 60 50 27 l リ 28 46 ‘ 7 56.0 10 

2 A 1 /1 lf し 5伐3 54 48 24 。 り 24 44.4 50.0 ら

Iwat己 2 Arr 1/ /1 1,500 48 43 18 。 む 18 37.5 41. 9 o 
2 B 1 If /; 3,000 もも 54 22 。 。 22 36. 7 40.7 ら

2 BJl /1 /1 3tOOO も勺 56 22 。 。 22 36ぜ 7 39.3 4 

454 402 1 ら2 。 163 35.9 40. 己 52 

好降五ôma 260 J.O 3}OOQ 48 Aムーつ」 32 む 35 72. ヲ 83.3 告

下手口野 Shimowano 120 ヲ 3,000 61 60 14 2ヲ 。
34 ー 55" 7 56.6 

一夜 夜 MimitoLÏ 120 3，ひっ。 27 19 ヲ 宅み E以ご 。 1ふ 6 5ヲ‘ 3 84.2 。

蕗 [11 Nishiy旦m邑 240 6 3,000 43 4、つ.~ 41 3 内 とi、品t ヲ5.3 守0. <5 1 

仁沢滋 Nisawaso 200 A ~i~ 000 62 己: 38 7 。 39 62.9 もJ2. Sヨ
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Table 仏虫容認守宅:給系〈不登分場匂昭和必 f苧〉

The damage hy borι:rs 111 tnむ stands of ine alder tree (Naganむ aT百九 1(67)

n 
II'-'J 

Alt咜ude 

111 

1 ヲ 000

じく一

Plot 

1 A 1 
lA 立
2 B! 
2 Bll 

13i; 致地

Nagano 

Local�y 

長

Tahl己 10. え警;務主妥結来(;沼 E立三ι

τ'he d註mag邑 by bo:re:rs in the stands {)f the aldなr treε (Kansai ar忠司〉

';1量殺本数

iha 
主主へぺ

一
体

F5 
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(5) 関西支場における問主主

調査:i1!! : 

亀山試験地

三三次試験泌

総笠結巣:

;j;{、業試験場研究報告第 248 号

主:たる対象主害虫である穿孔主主害虫の被容について，謝査した結果l立， Tab1e 10のようになる ο 亀山試験

地においては， lA , 2A , lB , 21ヨ各区合計の総被努2容では，的66年と 196Tiトの閣に大きなi_~はないが，

ha~'Í t;こり 3 ， 000 木裕裁区の被害率はぬぐ去とも， 1, 500 )þ:ぽよりも少かった。また ha 1, 500 

カミキザムシ類の被235が多く， 3， 000 本総裁はにはコウモりガの被容が多い。

三次試験地では総被答率が 1966 iFの 35.4%t亡くらべて， 1967 年では 52.196 と増加している。ここで

は，筏檎区 (3， 000 木 (ha) と線機ほの被害率でiむ密植区のJ:iが大きい僚になっており，議:trの滋類で

は，ゴウモリガによる

(6) 間関支i誌における\iJM'を

潟交地:

し、。

円 rLr調ままま忠〈西条?写体器管内，西条m思議r ]J)

l~~J知謝3京地(林業試験場 r!_~A思i文j易機内， '11%知市朝倉)

司令P結果:

すable 11にみられるとおり?問問地方においては虫答がはなばだしく， Plilt\li~在地ではお@栽後 2 年lこし

て85%以上の虫答イ，をじ， うち 7 ヌiえは枯死にいたっている o rhiJ知i閣を3訟では， G 年lこして，会}'[

木lと虫号警がみられ， しかも，そのほと λノど会:-imが，ゴマダラカミキ 1) とコウモ 1) :がの両検による被害警であ

るのただしヲ との場合， [1] rJr治宝聖地c0t!H税はウ-t. ~<ハンノキである。

3 コパノヤマハンノキ植栽林における虫惑についての考察

'1':場における調査結果によると 3 コパノヤマハンノヰ;とは多くの容虫、が容!ttIi1得する o Table 1 による

とその濁類ば， 8 殺，食:主主性客':h 37 穏_..次l竹寝虫その他 3皆様となっている。

?品ble 11. 虫~調子で結果 (ELJ 注i 文場J

The damage by borers in th邑 stands of the ald巴r tre日 (Sh�oku ar日品〉

試験地 区|絞 rwli

Locality 

9 I ィ 101 i .36晶 3

85 I 85 I 100.0 

iHli:;考， Notes) 樹穫はケヤマハンノキ。 In th罇 case, the tree species 1s Alnus ti・nctoria SARG. 
コウモリガ被'i1f:fこにはカミキリとの重複紋答を含むび
Trees darnaged by s骨 m， are often done by 1. b. too. 
カミキリムシlまゴマダラカミキリカ'i:.体。
The dominant species of 1. b. �8 the white"sr時tted longicorn, Anoplophoグ制問。lasiaca.
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しかしち とのつら 1 ;hb':l誌をih~ したり，めるいは j致容ミ専による計jti3 トム J誌の版凶となみようなlIQ議そ与え

る容，:f~~土含.3:としてコウモリ jJ'三およびゴマダラカミ t 1] である v

これら;子孔虫による被容は，全体的にみて，北ff.i.Hらあるいはオ'()'1'-1 (/) +~~~ ?;Jjのぬいjね域:つにおいてはお

られるむまたその被:~~W>千iが惇(~在況と政t!計ばとにおいてちがし、があるか汚か会絞ú0)

ついていえは， úi;~~[i乏のコYがゴマダラカミ i 1) ) ぷiべてみると 3 カミキ!)ム乙 C:lニとしと

コウそりがの被害こ今わ-8.でみた場会;こ;附議 1>Cよりも被告。が多いという傾向がみられる試験地もあ心がを

i土，必ずしも?誌にそのような給泉とはなヮていな t '，.とくに綬かいt1tiJ了:' Lt~ 総裁後のノ何段/)王将、過言る

つれて3 いずれもおい被三千Eがそがすようになる。

1íÍlHEI玄 è#ま施1J~~.lK とのちがいぞ平;(i~総長並立)例から検討すると，被桜木のお(においどはお犯 IXが多心両

との庶民が泌!れによとも心か否かに勺し、ては断i?i できない J との場合，三凡f: J二九j の閣にのï:ê~ (J)ノえがあるが予

胸 1;";)直後において F 銀総!Jl'\IXでは 2cm 以子のそ)í~ L", íftfU11'リメーの約 2 i;}O) }稼!交であ u たので，小:主子、

であったこと:が!Ü::=~4~ j):: :~L~ tよか勺 l::)~tfElであるかもしわなし、

とれら穿fし問答虫の立ノ!こ毛皮号客三与が65%以_L(i)13 では， tò鈴木事火援イえの:fòオ;jJjJ における附千子例では，

っち約らかt(_:t~tîfカ:t Jjj'f[5jであると役立されたものが約25%イfイどしていたの

議斉IJ 隣除試験H
U
 

I
 

BHC 乳剤主義布試験

試 i設地:

fな三五段J:t:会:flY鳩山村大学ぶ沼

休業試験場赤沼試験域内コパ /γマハンノキ線北地。

供試

コノ</ヤマハン/ヰ} ha ~!j たりし 250/ドシツコi台で総統Eされていると、4 iliffn3百年初~/"

供試;経剤:

13日Cγ10%'11高:1] 10 的校正fぶび 5 イ川夜。

災訓;叫んiの方法:

、iゴキの 1ft1/, i~ !f_rj ::三三。 1 )1"い~~l たりの符UjJ 設はf此隠さ 50. "100cc" :~iliY:iつからが150 cnl のお 2さまで下

!it1fH必三月 U : 

1968"ド 6 JJ 1811 () A Ji:< 

1968'ド 6 )j 18 FI UJIS 1 I 仁心， IHj 7 jJ 1昔日 L第 2 W!) AlliX 

:J~I奇:ブj?ょ

コウモリガおよびゴマダラカミ F りの深入子し，あるいは脱出札ぞ誠事をし
-、，、 v で，_

~) i1 ! C ~ 

L 1.こ。ておふそれぞれの供試本について新

糸:売Jf

Tabl日 12 }Cおげにつ

1lïコ i処E史試験区: (A 1 [支〉において iむその?干の1I}j ~t ごのfl'i]V :ff入、与をうけた江fコウそリガの被害警]

オくについてみると，熱処i宝ß:-CIま 15 本'1点、， 1がiZでは同じく 4 オミ， 2% iZ-日立 lüj じく 1 ノt;._ であヮた。

ここでi立なおと 0)場合処E甲!，12去の fl~i惑の中には，薬剤塗布部分よりもí:の箔所iC 'J，手入したものが 2 例あわ?



Table 12。訪徐試滋結果(昭和初年〉

Th巴 result of th也 control experiment by îns邑cticid日(日68) 。ドふ。

試験主主 処 空軍 加害虫 I 立木議三塁本数 6~11月被答木
知警 j女 立ヌド附主主ベト玖 1 o,--.....! 1 バ f文言雪ノト !I f務 昔き

Bor巴r LiniVv邑instgizt立rttEEdS Damagdeud r 
Locality Treatment tr忠告s aUnng Bo:主佼

Al 
コウモリガ

BE32IZ1CC 耳元1;荊6 S31E7n6d1Sgioin 塗:釘 一i電 d亡 ,,* 15 。

赤 刻 l!m?3HRCC 乳2郷剤田隣25国6由1u尚a1叩g登O年nce 
15 1** 15 。 Treatment : June 18 

P且intíng once (Anoplo�hora jMMd  川y さ年Akax主uma 1 Jw，-!， rlγ市 malas�ca) and Nov. 
15 y 15 4 

*S:p:OaOianut tt ioniIf g ljpup誌raiezrldtti. nGIg lt p of 
話帳

AII 司，*: Out of naintim1: part. 
;t務吋山

B笛BHHMCCC 乳乳196剤剤あpeeaZ1mm3hMちuut2I2issnMtHi岨zoz P塗a後tw佐布7 zce 

20 。 20 。 処主主: 6Jl18日および7月
き吉直宗

1 ヲ日 治言語神*穿入?良i誌のみ。

BHC 20 1 水** つハ(1 r、J、 Treatment: June 18 日守

p旦inting twic告 and July 1 守.
料率: No ins記ct. 場主

20 。 20 ,; ミ、コ

よ。為。

!炉; 6汚 1813 <J1D 

BHC739ó 紛糾 38 b 3白 。
re品tment : June 18. 

3kgfha 散布
BHC ,3% dust 

3kgfha dusting 

NiiEo処)1-芝d草ust絜g 3ヲ 5 3ヲ

B 豆

CJ … '1'1'邑a.tment ; JUlle 18. 

BBB下Br下EIr君Zまuuι草ιsd"hγ刈弘69tuぃ6Utいd6u初u・aaーg終斜Lg Zt3皿p散K5g3布132a3ζ 滋お 38 U 38 l o ーり
gjh昌

*Sleivgenli-fiC21Ilt at5pg 

42 26ネ 42 5 

nO口々dU8ting



ーあーる虫'if (コノイノヤマハンノヰ九三h ，i/，すコパノヤ ~'-i' ハンノヰ:.+jllI栽終にお

それらも毎ift擦と l で加えられている。

')リ処混 X(A Il. fベ)では、 7供与店長[2';，においても， 53~Jしがきわめて少t;;/)スったため.効j殺の有 !Et!とつい

土1τ7との弘一合 l\ 1 ii': A U は 1J)交 f(J)!f，しぺi\íU::tトてありながら， 1\ 111正においてpての主土{ちしにくい

そり :1]'、の被害手が)F'i~;iヒ少なかった ζc 0) .!}~-t[ìj [;1判然としない〉

2:立i Jßf4\ 伝{iJi] i5.てとも 1分~ rx~} 2ftぷ1 i込町~jili 16., 11 Yj 主 1子の日司;とおし γぐ 3(コやマ〆ラ )j ミヰリの被安]

lILI Y!WIいえ品会 i亡く (A 1 IZ) で15 司王，tl '1 試のいずれの処波lえも、会くもl主答がみられ iU かったひ総長1J1LìX(丸

:2 lclM1tlもが叫ん会 rz CA Il. LSJ -('20木戸]12 木がi洋子し被挙手なうけている c、，，<'

ペ可

おIIC 給実!j数ぬ宮北諸島2 , 

試験地(と!イじ。

供試不: (1) iC 同L;"

供与á::Æ~jn : BIIC 7 :1% :{Si}刻。

一ぶ}剤をと ha 3kg のでよ息まえに ffk 布。: 1ヨ 1

lJ 11 I公一 lill昔、ジノススキ，紙本.~S~>1:' Xリり払った vi:. t ちi(f，手j;合 ha 当/こり 8kg 0)叡会て‘ i也

ぷに ~7:1t-ç

B 豆長三とも 1ヲ58'!'. 6 尽 18 0 ，\(J1fi!l5，;二 FJ H : B 1 !X, 

に ~U じ ν
!~-;")k ，.， l ・，ì.-{

山:•. i-..:::ζ)J 11句

け
同
ホ

xih 

ﾟ 1 ば l「ふれ百ては況がふ主主[R，処E唯[誌とも'fabl記 12:こみられるよう iζ ，[コウコ正リ

五;'(ブ Z 被安>t<が) :38.'-4-.:::.1] 5 ~キえであったのに対 L，託~Nllm次におい\二ったカ~， B 11 旬、 iとおし、ては s

じており~ fi-ri]授の間には有怒の~~~ (596 ;J<.ðþ) が認められている n

B I!X においては処貯\[R :ζ は校警がたく， JlK処でも 1 A\:C) も[~!i#f ;f~ ir)_ -WtJ, (コbマダラ刀ミキヲのti~ifJ J

じく ， ;:ç~;~1: l，とついてヰ'tr-'9~lるこにはむずかしJい。 Bll 民ではÍftf.処ゴ vラネ 1) -lt (J')U?; ♂〉ム
，、ー ノザ 1-1 '，~ められた:とすきやす，

~ .-，....ι い ~n

つ 7ヘニ;) .~.. VJMî;5杭阪において942木rl' 5 オ((/){j足後:水力とじたのに ;j'l ノし

らはp あるれHP~O)I汚徐効果が点った主心'j とちえられ

考察および論議n 
,), 

ゴワE:ワ力、はJiX;，'1 、が 9 )1ごろに (.UJJ~ L., 却のけ:~1l?"C k~t~.さらしたのち，科学iとふ fi~ l_.. J:幼 rJ:lが p 松J;J~1 r:5ij三入

].I'{ ノヤマノ、
止を".ム
マ戸、 ず1\♂ J 

/ '_. /.i ~ .-.) '-, 明(主主主のであるが舎:ヨ初l立，年ホや(よノペ~(}へ':~;:~(L L，う?がと件、に 1ご移動す

今[，，1ω試験 6 )j 18 H iこ災ムLiこかけてのよ乙巧えられる
ザ u

ι ノーヲ λ υ l{、町 3与え は 6ン/干!こ:jJ':;\.

らだものが、ある蕊j交あったかとも必われるがその数は後ノじの郊J.!i!1 JI11さ行なったので予

1 j'U i1:布の!ヌセ :113183浬十この 74qと紋f;ifがあり s 主主主主ノ仰とおいては上うであ三千ご。 HHC

2 lill\!b'おばて:Lt fut処J'HHメjζ もノoJt&;がなく， M1}11U廷でl オえの βぎJ与ら， ヨ fこ，L?bIX;と 4 本，

乙 i しには!刻字が認められず不況企

な会とんだけであったので， )"}J 設d主努A 没!!_\，j もなくへい死したものに考えられる。

治 HC O)半分割散布試験で tJ:， >ílltJ人い!ば?とおける処政阪と 1m必沼i三との 1mには 0] りぷうえはEがみられた

が，刈fJ1いをしないぽでは，処怒p う;t処:rJTI にら iこ， 8 メドずつの性三 i芳、があらわれているの地派のカヤp スス

~.;t 15-6 [X~とは彼等7コ:\92泌氏にのみ 1 キジノ泌がみられ/了。しかし，

J 

効rí~があると考えられる。

ごfγ ダラカミキワロコ被容は，手Lï切さ念布試験の%\l-ê.'も紛糾;攻守:fj 試験の場合も， ~'Í'':体乙;

与，イ'~~，，;t.:等若子刈り Jムった上，務}剣先'(1Îîそう
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たが，波容はいずれも無処理院のみに生じ処玉虫区では:全く被答*をと認めなかった。ゴ?ダラカミキリを

対象lとする場合は，コウモザガlζ対する場合よりもら!J除効果がfjfj らかにあらわれるように考えられる。 ζ

れl土地ぎわ近くに産卵する調性によると思われる。なおJjIJ 1:こ行われた試験において，ゴマダラカミキ J) の

幼虫が，幹lと~入した場合でも桔j皮ififから 5mmまでの佼援にある幼虫{ζ対しでは， BHC手し烈!の塗布

lとより殺と及効采が詰うるとこがみとめられている。

なよ0 ， 1971主f来，わが凶ではBHCて/fCl)有機議~1t系殺虫剤の後JtH立禁止されるにいたったので，森林答

虫|箔徐のための殺虫卵~も低毒性有機リン斉Ij等を使用する:方向へj生みつつある。
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Ins輩記t Pest臨 i説域防 St晶nds I}f the Alder Tree, Alnu$ 

lnokumai MURAT et KUSAKA 

Research Group of Alder、.tr位十pests(l)

Snmmary 

50, 10, 312~ 

1. Many spedes of insect pests attack the 乱ldぽ tr記e， Alnus 1;抑止Un1ui .MuまAI et KUSAKA. 

We found 8 sp剖:ies of woodborers and 37 species of defoliators as pests，呂nd 39 sp己ci巴S of 

secondary Ìns記ct pests and oth巴r assodated ones in the alder plantations during 1.966 and 1967昆

'1'h巴自己 spedes ar巴 shown 絜 Table 1. 

Among these sp記des of p時ts， the }apane日記 swift moth, Phassus excrescens BUTLER, and the 

whit巴佃spotted longicorn b忠告tle ， AnojJloPhorus malasiαca Tno班SON} 乱T記 the most destructîv記 ones，

Th巴 trees are oft記n kíll日d by the boring attack of the insects 

Received M昌y 16, 1972 
(1) The members of this group are as íoll肌"'8 ; (Foresl Protectlon Div.) F, YAMADA, N. ENDA, S晶 YAMAZAKI;

(Hokka1do Branch) 沼. YAMAGUClll, '1¥ KOIZUMI; (Tohoku Br.) S. KrMuRA, M. IGA宜ASHI， T. YAMBE; (Kiso 

Subωbr ，) T ‘ OZAWA: CKans昌113宮.) F唱 KOBJlYASHI， M. 。瓦 llDA ; (Sh�oku Br.) K. OCl!I, Y, IGARASHl. 
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Generally 胃 the damage 﨎 less up north in Hokka�o than in the south日rn areH of Japan. 

1n th色 'fohoku area, the north-eastern 抑rt of th日 maln island, the d且mage ra1:e 出色町ms to he 

variable accoγding to t11思 envÌron1Yl白nt surrounding the stand ‘ In and 旦round 1:h日 Kanto area , 

th巴 d乱mage rate of the stand is 乱pt to increase correspondﾌng to forest age , '1'he r己sults of 

�vestigations on (1<日.11日g巴 in e且ch area are shown in Table 2, J and イrab]ピ 8 to 11. Judging 

from th巴 resul ts, the r乱te of thεdamage by the bor日rs in a 10、v density plot is not 品lways

111gh日r t11al1 in 日 hl.gh density ploL However, the rate of the damage by the long�orn only 
may h巴 hígher in a low density plot than in a high one, at least dudng two or thr白日 y忠ars

after plantíngも

II . 1n order to examill巴 t11e 巴ffεctiv日ness o:f 1う.H.C application for the contxo[ of the 

Jap品nesεswift !X1oth and t11忠 w11it告白spotted lon芯icorn b門会tle ， fi日ld tests wer巴 ca.rri日d ont 匤 

Ak乱抗日ma Experiment SIt記， Sa�ama Pref巴ctur仏 in 1968. 

(1) じ叩1:1'01 by p乱inting .BHC emulslon 

BHC emulsiol1 (1. 0 a11d 2 ， 0%γisomげ) was pa匤ted on the bark 日udatニe of each tree. 

〆rhe 1 む'8ult i8 shown in Table 12. Th� treatrτi位n l: 自己em.s to be effectiv日 匤 preventin符 the 

d乱m品gεcaused by thes記 bore1'お， especially t11e white.spotted 1リngiじorll beetle. 

( 2) Control by おHC dusting 

iうはじ dU8t (3.096γisomcr) w品s dnsted at the rate of J.O kg!ha 011 the ground, 1n one 

test fie1d, undershrub昔話m.d unde1'grass were C11t down befor邑 dusting，呂nd in another thev 

were not cut ﾙOWll. Each had an unspr品yed f福kl close by it resp記ct1vely. T.1:I.e result is 

shown ﾍn Table 12. Th巴 tτ記正ltment in the field wher日 underぉhrlJ bs and grass were cut dowロ

was 日行〈号ctive in prevent�lg dam特色 by the swift moth. 

Not.es) 'I'he applíc且tion of BHC in forestry has been banned since 1971 � J乱 pan.




